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GENIUS法を受け、金融機関がステーブルコインおよびトークン化戦略を再評価

GENIUS法に伴う規制の明確化を受け、ステーブルコインの活動は過去最高水準へと急拡大しました。複数の企業および金融機関が独自のステーブルコイン発行に向けた

取り組みを発表する一方で、BlackRockは社内トークン化プラットフォームの準備を進めていることを開示しました。さらに、Tether、Circle、Stripeといった主要なス

テーブルコイン発行体およびフィンテック企業は、ステーブルコインに最適化されたLayer 1ブロックチェーンを立ち上げ、あるいは支援しました。
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ステーブルコイン取引額（週次）

Circle、株式公開
（IPO）を実施

GENIUS Act、
成立

Circle、Layer 1
ネットワーク「Arc」を発表

ワイオミング州、米ドル建て
ステーブルコイン「FRNT」を
開始

Stripe、ステーブルコイン特化
型L1ネットワーク「Tempo」を
発表

Tether支援のステーブルコイン
L1「Plasma」、メインネットが
稼働開始

SWIFTとConsensys、
SWIFTの技術基盤に
ブロックチェーン台帳
を追加へ提携

Stripeのステーブルコイン基盤「Bridge」、
ナショナルバンク信託免許を申請

Larry Fink、BlackRock独
自のトークン化技術を開発中と
示唆

USDT、LayerZero経
由でSolanaへネイティブ
拡張

Western Union、
Solana上でステーブ
ルコイン発行を発

Klarna、Stripeの
「Tempo」上でステー
ブルコイン発行計画を
発表

Circle、BitGo、Paxos、Ripple、
銀行免許の条件付き承認を取得

YouTube、PayPalの
「PYUSD」でクリエイ
ター報酬支払いを開始

JPMorgan、
Base上で「JPM 
Coin」を開始

日本のメガバンク、
円建てステーブルコイン
構想を開始

JPMorgan Chase、
Ethereum上でトークン
化マネー・マーケット・
ファンドを開始

Visa、Solana上でCircle
の「USDC」によるネイティブ
決済を開始

Ethena Labsと
Anchorage Digital、
初のGenius準拠
ステーブルコイン
「USDtb」を開始

Tether、
「USAT」を
発表

SoFi、
「SoFiUSD」
を開始

注記：「ステーブルコイン」とは、特定の資産（通常は米ドル）との価値連動を維持するトークン化資産を指します。価格は裁定取引メカニズムによって安定化され、担保準備金によって裏付けられています。担保は、従来型のカストディアン、オンチェーンの自動
化メカニズム、またはその組み合わせによって管理される場合があります。上記チャートでは、マイナー抽出可能価値（MEV）および取引所内取引高を除外した調整後ステーブルコイン取引額を使用しています。これにより、ユーザー間で実際に行なわれたス
テーブルコイン送金の動向をより純粋に反映しています。出所：ARK Investment Management LLC, 2026。本資料は情報提供のみを目的としており、特定の証券または暗号資産の購入、売却、もしくは保有を推奨するものではありません。過去の実
績は将来の成果を示唆するものではありません。予測には本質的な制約があり、依拠できるものではありません。



12月に3.5兆米ドルへ到達、ステーブルコイン取引高は従来型決済システムを圧倒

2025年12月時点における調整後ス

テーブルコイン取引額の直近30日間平

均は3.5兆米ドルとなり、Visa、

PayPal、送金の合計額の2.3倍に達し

ました。

Circleのステーブルコイン「USDC」は、

調整後取引額において約60％のシェア

を占め首位となり、これにTetherの

「USDT」が約35％で続きました。

2025年には、ステーブルコインの供給

量は約50％増加し、2,100億米ドルか

ら3,070億米ドルへ拡大しました。内

訳は、USDTが61％、USDCが25％

を占めています。

Sky Protocolは、2025年末時点で

時価総額が100億米ドルを超えた唯一

のその他ステーブルコイン発行体です。

また、PayPalの「PYUSD」の時価総額

も6倍超に増加し、34億米ドルに達しま

した。
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注記：上記チャートでは、マイナー抽出可能価値（MEV）および取引所内取引高を除外した調整後ステーブルコイン取引額を使用しています。これにより、ユーザー間で実際に行なわれたステーブルコイン送金の動向をより純粋に反映しています。数値は月次
で取得した直近30日間の取引額を示しています。そのため、暦月ベースの合計値とは乖離する場合があります。出所：ARK Investment Management LLC, 2026年。Artemis Analytics（2025年12月31日時点）のデータに基づいています。本
資料は情報提供のみを目的としており、特定の証券または暗号資産の購入、売却、もしくは保有を推奨するものではありません。過去の実績は将来の成果を示唆するものではありません。予測には本質的な制約があり、依拠できるものではありません。

47

ステーブルコイン 送金
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実物資産（RWA）総額
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米国債とコモディティ主導で、トークン化資産市場は2025年に190億米ドルへ3倍拡大
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注記：「トークン化資産」とは、非デジタル資産の所有権をデジタル上で表現したものであり、単一または複数のブロックチェーンネットワーク上で発行され、相互運用可能な形で活用される資産を指します。出所：ARK Investment Management LLC, 
2026年。rwa.xyz（2025年12月31日時点）のデータに基づいています。本資料は情報提供のみを目的としており、特定の証券または暗号資産の購入、売却、もしくは保有を推奨するものではありません。過去の実績は将来の成果を示唆するものではあ
りません。予測には本質的な制約があり、依拠できるものではありません。

トークン化された現実世界の

資産（RWA）の市場規模は、

2025年に208％増加し、

189億米ドルに達しました。

BlackRockのマネー・マー

ケット・ファンド「BUIDL」（17

億米ドル規模）は最大級の商

品であり、トークン化された米

国債90億米ドルのうち20％

を占めました。

トークン化コモディティでは、

Tetherの「XAUT」とPaxos

の「PAXG」による金（ゴール

ド）商品が主導し、それぞれ

18億米ドルおよび16億米ド

ルへ拡大、合計で83％のシェ

アを占めました。

また、上場株式のトークン化市

場は7億5,000万米ドルに迫

りました。

米国債

プライベート・クレジット

プライベート・エクイティ

コモディティ

米国外政府債務

アクティブ運用戦略

株式

機関投資家向けオルタナティブ・ファンド

社債



オンチェーン資産においてイーサリアムが依然優位

Ethereum上の資産総額は現在

4,000億米ドルを超えています。

最も利用されている8つの主要ブ

ロックチェーンのうち7つでは、ス

テーブルコインおよび上位50トー

クンが市場価値の約90％を占めて

います。

ミームコインは、Solana以外のブ

ロックチェーンでは資本の約3％以

下にとどまっています。一方、

Solanaではミームコインが資産全

体の約21％を占めています。

現実世界の資産（RWA）のトークン

化は、最も高い成長率を示すカテゴ

リーの一つになる可能性がありま

す。世界の価値の大半は依然として

オフチェーン資産に存在しており、

オンチェーン化の普及にとって最大

の成長機会となっています。
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注記：「NFT（Non-Fungible Token）」とは、単一または複数のブロックチェーンネットワーク上で発行され、相互運用可能な形で活用される、固有性を有するデジタルネイティブ資産または物理的資産の表象を指します。主にアート、ゲーム、メディアなど
の消費者向け用途に利用されます。「ミームコイン」とは、ミームや文化的トレンドを背景に生まれた投機的な暗号トークンであり、通常は本質的なユーティリティを持ちません。出所：ARK Investment Management LLC, 2026年。Etherscan
（2025年）、BaseScan（2025年）、SolScan（2025年）のデータ（2025年12月31日時点）に基づいています。なお、一部の情報はARKの内部分析に基づくものであり、追加の情報源を参照しています。本資料は情報提供のみを目的としており、特定
の証券または暗号資産の購入、売却、もしくは保有を推奨するものではありません。過去の実績は将来の成果を示唆するものではありません。予測には本質的な制約があり、依拠できるものではありません。
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ステーブル
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ミームコイン（上位10） その他RWA 米国債 NFT



トークン化資産の世界市場は2030年に11兆米ドル超へ拡大の可能性

当社の調査によれば、トークン化資産は現

在の190億米ドルから2030年には11兆

米ドルへ拡大し、すべての金融資産の約

1.38％を占める可能性があります。

現時点では国債がトークン化の中心を占め

ていますが、今後5年間では、銀行預金お

よび世界の上場株式が、現在の構成比を上

回る形でより大きな価値をオンチェーンへ

移行させる可能性があります。

当社の見解では、トークン化の幅広い普及

は、規制の明確化および機関投資家向けイ

ンフラの整備を受けて進展する可能性が高

いと考えています。
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出所：ARK Investment Management LLC, 2026年。United Nations Trade & Development（2025年）、Avalos（2025年）、Ocorian（2025年）のデータ（2025年12月31日時点）に基づいています。なお、一部の情報はARKの内部
分析に基づくものであり、追加の情報源を参照しています。本資料は情報提供のみを目的としており、特定の証券または暗号資産の購入、売却、もしくは保有を推奨するものではありません。過去の実績は将来の成果を示唆するものではありません。予測に
は本質的な制約があり、依拠できるものではありません。
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世界の上場株式（トークン化株式）

銀行預金

社債

証券化ローン

プライベート・エクイティ（バイアウトファンド）

国債

プライベート・クレジット（融資・貸付）

コモディティ（トークン化金属・農産物など）

実物資産（不動産／インフラ）

ベンチャーキャピタル



伝統的企業が独自インフラ構築によりオンチェーン展開を拡大

従来型企業は、自社専用のオンチェーン・インフラの構築を進めています。Circle（Arc）、Coinbase（Base、cbBTC）、Kraken（Ink）、OKX（X Layer）、Robinhood

（Robinhood Chain）、Stripe（Tempo）などは、BTC担保ローン、トークン化株式やETF、ステーブルコイン決済基盤といった自社サービスを支えるため、企業ブランド

のL1／L2ネットワークを展開しています。
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注記：CONYおよびMSTYは、それぞれCoinbase（COIN）およびMicroStrategy（MSTR）に連動するYieldMaxのオプション戦略型インカムETFであり、株式を直接保有するものではありません。出所：ARK Investment Management LLC, 
2026年。@ryanyyi（2025年）、@entropy_advisors（2025年）、Dune Analytics（2025年）のデータ（2025年12月31日時点）に基づいています。本資料は情報提供のみを目的としており、特定の証券または暗号資産の購入、売却、もしくは保
有を推奨するものではありません。過去の実績は将来の成果を示唆するものではありません。予測には本質的な制約があり、依拠できるものではありません。
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